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懸
念
さ
れ
る
遊
休
農
地
の
増
加

　

近
年
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
に
よ
り
、全
国
的
に
遊
休
農

地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。農
林
水
産
省

の
調
査
に
よ
る
と
、令
和
５
年
度
末
時

点
で
の
遊
休
農
地
は
約
10
・
２
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
。特
に
中
山
間
地
域
で
は
そ
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。管
理
を

し
な
く
な
り
農
地
が
荒
れ
る
と
、景
観

の
悪
化
だ
け
で
な
く
、害
虫
や
有
害
鳥

獣
被
害
が
増
加
す
る
原
因
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

地
域
で
守
る
沢
田
の
棚
田

　

古
里
の
風
景
を
守
ろ
う
と
、地
域
ぐ

る
み
で
活
動
し
て
い
る
の
が
、津
山
町

沢
田
地
区
の
有
志
で
結
成
し
た
沢
田

管
理
組
合
の
皆
さ
ん
で
す
。将
来
に
向

け
た
農
業
生
産
活
動
の
継
続
を
支
援
す

る
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
を

活
用
し
、平
成
12
年
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
を
栽
培
。地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
、棚
田
を
含
む
里
山
の
美
し
い

風
景
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、未
来

に
残
し
た
い
優
れ
た
棚
田
を
農
林
水
産

大
臣
が
認
定
す
る「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産

～
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ
～
」に

選
ば
れ
ま
し
た
。

特集   この地に生きる

棚
田
で
の
農
作
業
は

平
地
に
比
べ
っ
と

大
変
だ
よ
。

人
も
だ
い
ぶ
減
っ
て

い
づ
ま
で

続
げ
ら
れ
っ
か
も

分
が
ん
ね
え
し
。

そ
ん
で
も
さ
、

こ
の
風
景
と
仲
間
の
ご
ど
が

好
ぎ
だ
が
ら

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ

楽
し
み
な
が
ら

や
っ
て
ん
だ
―
―
。
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こ
れ
ま
で
、棚
田
を
通
じ
て
、大
学
生

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
受
け
入
れ

や
、体
験
農
園
な
ど
を
実
施
。援
農
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
も
協
力
し
て
地
域
外
の
人

と
交
流
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法

を
模
索
し
な
が
ら
、日
々
の
活
動
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。

　

進
学
や
就
職
な
ど
で
登
米
市
を
離
れ

た
と
し
て
も
、生
ま
れ
育
っ
た
古
里
の

景
色
と
い
う
の
は
、ど
こ
に
移
り
住
ん

で
も
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
、か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。

　

地
域
か
ら
人
が
減
っ
て
い
く
中
で
、

農
業
の
担
い
手
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化

し
て
い
く
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
ん
な
状
況
の
中
、農
地
を
活
用

し
、古
里
の
景
色
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
考
え
ま
す
。

この地に
　  生きる

特集

令和４年２月に「つなぐ棚田遺産」に認定され、３月に認定証を

受け取った沢田管理組合の阿部彰
あきら

会長（左）と阿部隆
りゅう

一
いち

副会長

　皆さんは、農林水産大臣が認定する「つなぐ棚田遺産」をご

存じでしょうか。津山町沢田地区では、一度は雑木が繁茂し、

荒地となっていた棚田を地域を上げて復活。その取り組みが

認められて認定されました。里山の風景を残していこうと、地

域住民が手を取り合って取り組んでいます。

03 2025.10



誰かの悩みの種が
希望を育む地域の財産に

豊かな自然環境と里山の風景を守り続けている沢田地区。

沢田管理組合の皆さんに活動への思いを聞きました。

　この活動を通して、地区内の絆が強くなったと思

います。作業するときに、行ける人たちで作業すると

いうやり方なので、負担に感じることもありません。

旅費の一部を収益から補助してもらって、みんなで

旅行しているので、それも楽しみの一つですね。

　トウモロコシは、厳しい暑さの日に作業すること

もありますが、私たちが作ったトウモロコシを食べ

て「甘くておいしかった」と喜んでもらえるのがうれ

しいので、これからも続けていきたいです。

片
山 

智と

も

子こ 

さ
ん

　会長に誘われて、12 年くらい前から参加していま

す。それまで農業は未経験だったので、自分にできる

か分かりませんでしたし、実際やってみると斜面の

草刈りとか大変なこともありましたが、にぎやかな

人が多く、話しながら楽しく作業しています。

　私はメンバーの中で一番若いですが、仕事の話と

かも聞いてくれるので助かっています。何より、この

棚田と風景を守りながら、大変なことやうれしいこ

とを共感できる仲間ができたことが良かったです。

阿
部 

辰た

つ

也や 

さ
ん

 

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が

 

継
続
の
や
り
が
い
に

 

に
ぎ
や
か
で
楽
し
く

 

と
き
に
は
仕
事
の
相
談
も
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特集   この地に生きる

―  問い合わせ  ―

●遊休農地に関すること

　農業委員会事務局

　（農地管理係）

　☎ 0220（34）2317

●中山間地域等直接支払

　交付金に関すること

　産業経済部農林振興課

　（農村環境係）

　☎ 0220（34）2709

　

こ
の
棚
田
と
か
里
山
の
こ
と

を「
美
し
い
自
然
の
風
景
」と
言

う
人
が
い
ま
す
が
、先
人
た
ち

が
切
り
開
い
て
残
し
て
く
れ
た

守
る
べ
き
財
産
な
ん
で
す
。

　

一
度
は
荒
地
と
な
り
ま
し
た

が
、県
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
か
ら
指
導
を
も
ら
い
な
が

ら
、み
ん
な
で
協
力
し
て
復
活

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
地
を
活
用
し
て
収
入
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、仲

間
た
ち
と
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
楽
し
く
過
ご
す
時
間
そ
の
も

の
が
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
、農
地
を

沢田管理組合 会長

阿部 彰
あ き ら

さん

「
誰
か
の
遊
休
農
地
」で
は
な
く

「
地
域
み
ん
な
の
財
産
」と
捉
え

て
活
用
す
る
こ
と
が
、持
続
可

能
な
農
業
と
里
山
の
風
景
を
未

来
へ
つ
な
い
で
い
く
第
一
歩
に

な
る
と
感
じ
ま
し
た
。　

　

未
来
を
ど
う
生
き
る
か
は
自

分
次
第
。農
地
を
活
用
し
、地
域

を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
、小

さ
な
幸
せ
や
喜
び
を
共
感
で
き

て
、い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
方
法
を
地
域
の
み

ん
な
で
考
え
る
こ
と
。そ
し
て
、

ま
ず
は
自
分
た
ち
に「
や
る
気
」

を
植
え
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

仲
間
と
同
じ
目
標
を
持
っ
て

ま
ず
は「
や
る
気
」を
植
え
る
ん
だ

　農地は、農作物の生産だけでなく、

自然環境の保全など、さまざまな機

能を持っています。また、農村文化の

伝承や都市との交流の創出にもつな

がるほか、ライフスタイルの変化を

求めて移住する例もあるので、地域

振興の面でも価値があります。

　農業の担い手が減少し、遊休農地

の増加が懸念されていますが、地域

一丸となって農地を活用し、農村地

域の活性化につながる取り組みが増

えていくことを願っています。

農地の価値を生かして地域の活性化に宮
城
県
登
米
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

木
村 

優ゆ

う

太た 

さ
ん

05 2025.10



佐
沼
夏
祭
り

登米市

登
米
市
佐
沼
夏
祭
り
実
行
委
員
会

会
長

  

佐
藤 

哲て

つ

弥や 

さ
ん

多くの人に愛され記憶に残るお祭りに
　これまで一市八日町通りで開催し

てきましたが、マンパワーや運営費の

不足により安全確保が年々大きな課

題となっていました。また、佐沼地域

全体のお祭りにしたいという思いも

あり、会場を変更して開催しました。

　来場者や出店者からは好評でした

が、今回の反省点も含めて話し合い、

より楽しんでもらえる方法を検討し

ていきます。多くの人に愛され、安全

で活気にあふれ、記憶に残るお祭り

にしたいと思っています。
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新たな歴史と
蘇
よみがえ

る地域の誇り
エスファクトリー東北中江公園に会場を変
えて開催された登米市佐沼夏祭り。そして、
米谷の花火を15年ぶりに復活させた、まい
やリボーンフェスティバル。生まれ変わっ
た２つの夏祭りを写真で振り返ります。

ま
い
や
リ
ボ
ー
ン　フェスティバル

　米谷の花火は、私たち地域の住民

にとって多くの人が訪れる自慢のイ

ベントでした。メンバーとは、いつか

復活させたいと話していて、今回多

くの皆さんから協力と協賛をいただ

いて実現することができたので、本

当に感謝しています。

　子どもたちも喜んでくれたので、

子どもたちが地域に希望と誇りを持

ち、住み続けたいと思える未来をつ

くれるように、これからも活動して

いきたいと思っています。

子どもたちが希望と誇りを持てる未来にま
ち
づ
く
りM

aiya no m
irai

代
表

  

菅
野 

忍し
の
ぶ 

さ
ん

07 2025.10
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令
和
８
年
度
に
入
園
す
る

児
童
を
募
集

　

保
育
施
設
の
申
し
込
み
は「
新

規
で
利
用
す
る
人
」、「
継
続
利
用

す
る
人
」の
ど
ち
ら
も
事
務
手
続

き
が
必
要
で
す
。

●
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育

所
機
能
）・
小
規
模
保
育
事
業
所

【
入
所
要
件
】次
の
事
由
に
よ
り
、

保
護
者
な
ど
が
、子
ど
も
の
保
育

を
必
要
と
す
る
場
合
に
入
所
で
き

ま
す

▼
就
労（
月
48
時
間
超
）▼
妊
娠
・

出
産
▼
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い

▼
同
居
親
族
な
ど
の
介
護
・
看
護

▼
災
害
復
旧
▼
求
職
活
動
▼
就

学
・
職
業
訓
練
▼
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の

恐
れ
が
あ
る
▼
育
児
休
業
時
の
継

続
利
用

【
申
込
方
法
】次
の
書
類
を
各
総
合

支
所
市
民
課（
市
民
係
）に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

▼
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書

兼
施
設
利
用
申
込
書
▼
家
族
状
況

票
▼
子
ど
も
の
健
康
・
発
育
状
況

▼
就
労
証
明
書
な
ど
必
要
書
類

【
申
込
期
間
】（
４
月
入
所
希
望
）10

月
15
日（
水
）～
31
日（
金
）／
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

※
申
込
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、二

次
利
用
調
整
の
対
象
と
な
り
ま
す

【
申
込
書
配
布
】10
月
１
日（
水
）か

ら
各
総
合
支
所
市
民
課
で
配
布
し

ま
す
。市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す

※
現
在
、保
育
施
設（
市
外
施
設
、

認
可
外
を
除
く
）に
入
所
中
の
人

に
は
、施
設
か
ら
配
布
し
ま
す

【
利
用
調
整
】保
育
の
必
要
性
や
世

帯
の
状
況
を
指
数
化
し
、順
位
の

高
い
人
か
ら
利
用
調
整
し
ま
す
。

結
果
は
令
和
８
年
２
月
上
旬
に
通

知
予
定
で
す

【
そ
の
他
】４
月
入
所
希
望
は
令
和

７
年
12
月
31
日
ま
で
の
出
産
予
定

者
を
対
象
に
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。利
用
希
望
日
が
５
月
以

降
の
場
合
は
、希
望
月
の
３
カ
月

前
か
ら
申
し
込
み
で
き
ま
す

●
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
機
能
）

【
対
象
年
齢
】３
～
５
歳
児

【
申
込
方
法
】10
月
１
日（
水
）か
ら

各
施
設
で
配
布
す
る
申
込
書
な
ど

に
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
付
し

て
入
園
希
望
施
設
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。申
込
書
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
で
す

【
申
込
期
間
】10
月
15
日（
水
）～
31

日（
金
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
各
施
設
で
受
付
時
間
が
異
な
り

ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
ど
も
保
育
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

※
保
育
内
容
の
確
認
、施
設
見
学

を
希
望
す
る
場
合
は
、直
接
施
設

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
幼
稚
園

【
対
象
年
齢
】４
～
５
歳
児

【
申
込
方
法
】10
月
１
日（
水
）か
ら

各
幼
稚
園
で
配
布
す
る
申
込
書
な

ど
に
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
付

し
て
入
園
希
望
施
設
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。配
布
時
間
は
午
後
１

時
30
分
か
ら
５
時
ま
で
。申
込
書

は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す

【
申
込
期
間
】10
月
15
日（
水
）～
31

日（
金
）／
午
後
１
時
30
分
～
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
幼
稚
園
に
よ
っ
て
入
園
条
件
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、各
幼
稚
園
に
直
接
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。連
絡
先
は
、

【
利
用
対
象
児
童
】市
内
小
学
校
に

在
籍
し
、保
護
者
な
ど
が
仕
事
、病

気
そ
の
他
の
理
由
で
、昼
間
家
庭

に
い
な
い
児
童

【
児
童
ク
ラ
ブ
開
所
時
間
】▼
平
日

＝
放
課
後
～
午
後
６
時
30
分
▼
長

期
休
業
日
、土
曜
、振
替
休
業
日
＝

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

【
閉
所
日
】日
曜
日
、祝
日
、年
末
年

始【
申
込
方
法
】申
込
書
な
ど
の
必
要

書
類
に
記
入
の
上
、各
児
童
館
ま

た
は
南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
期
間
】10
月
15
日（
水
）～
31

日（
金
）／
午
前
９
時
～
午
後
６
時

【
申
込
書
配
布
】10
月
１
日（
水
）か

ら
各
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
・
南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
配

布
。市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す

【
利
用
料
】利
用
区
分
な
ど
に
応
じ

た
利
用
料
金
が
か
か
り
ま
す

【
そ
の
他
】保
護
者
会
へ
の
入
会
と

保
護
者
会
費
の
負
担
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、各
児
童
館
な
ど
に

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
ど
も
保
育
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

令
和
８
年
度
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
利
用
児
童
を
募
集

市公式ホーム
ページ「放課後
児童クラブ利
用児童の募集」

市公式ホーム
ページ「市立幼
稚園について」

市公式ホーム
ページ「認定こ
ども園（幼稚園
機能）」

市公式ホーム
ページ「市内保
育 施 設（ 保 育
所・認定こども
園等）」

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く

だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
教
育
課（
教
育
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９
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今月のお知らせ

医療局職員を募集します

職　種 採用予定人数 受験資格

看護師 10人程度

昭和51年４月２日以降生まれで、看護師の
免許を有する人または昭和61年４月２日
以降に生まれ、令和８年３月31日までに卒
業する見込みで免許取得見込みの人
※長期勤続によるキャリア形成の観点か
ら応募資格に年齢制限を設けています

薬剤師 １人程度

平成２年４月２日以降生まれで、薬剤師 
の免許を有する人または令和８年３月31 
日までに卒業する見込みで免許取得見込
みの人

作業療法士 １人程度
作業療法士の免許を有する人または令和
８年３月31日までに卒業する見込みで免
許取得見込みの人

行政（病院事業）
（初級・高卒程度）

１人程度
平成15 年４月２日以降に生まれた人
※受験申込については電子申請とします。
電子申請が困難な場合はご相談ください

【申込期限】10月３日（金）（当日消印有効）
【試験日】10月19日（日）
【試験会場】市民病院地域医療連携センター２階多
目的ホール

【受験申込書の配布】

▶ダウンロード＝医療局ホームページ内「職員募
集」からダウンロードできます
▶郵送での請求＝封筒の表に「（職種名）採用試験
申込書請求」と朱書きし、宛先を記入した返信用封
筒（A４版が入る大きさに140円切手を貼付したも
の）を同封してください

【申し込み・問い合わせ】医療局
経営管理部経営管理課（人事係）
〒987－0511 迫町佐沼字下田中25
☎ 0220（21）6888

転
作
・
園
芸
作
物
な
ど
の

施
設
や
機
械
導
入
を
支
援

　

令
和
８
年
度
の
市
振
興
総
合
補

助
金（
み
や
ぎ
の
水
田
農
業
改
革

支
援
事
業
・
園
芸
特
産
重
点
強
化

整
備
事
業
）の
事
業
要
望
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
場
合
は
、対
象
経
費

や
注
意
事
項
な
ど
を
確
認
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
み
や
ぎ
の
水
田
農
業
改
革
支
援

事
業

　

麦
、大
豆
、飼
料
用
米
な
ど
の
転

作
作
物
の
生
産
拡
大
に
必
要
な
施

設
や
機
械
を
導
入
す
る
農
業
者
を

支
援
し
ま
す
。

【
対
象
者
】営
農
集
団（
３
戸
以

上
）、農
地
所
有
適
格
法
人
な
ど

【
対
象
作
物
】麦
、大
豆
、飼
料
作

物
、新
規
需
要
米
な
ど

【
必
要
書
類
】規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書
、カ
タ
ロ
グ
類
、作
付

計
画
図

※
既
存
の
機
械
・
施
設
の
更
新
や

ト
ラ
ク
タ
ー
、自
脱
型
コ
ン
バ
イ

ン
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
汎は

ん

用よ
う

的
な

機
械
は
対
象
外

●
園
芸
特
産
重
点
強
化
整
備
事
業

　

み
や
ぎ
園
芸
特
産
振
興
戦
略
プ

ラ
ン
で
定
め
る
重
点
振
興
品
目

（
県
戦
略
品
目
、地
域
戦
略
品
目
）

の
生
産
、出
荷
拡
大
に
必
要
な
施

設
整
備
や
機
械
を
導
入
す
る
農
業

者
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
者
】農
業
協
同
組
合
、農
協

園
芸
特
産
関
係
部
会
、農
業
法
人
、

任
意
組
合（
３
戸
以
上
）な
ど

【
対
象
品
目
】イ
チ
ゴ
、キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ソ
ラ
マ

メ
、タ
マ
ネ
ギ
、キ
ャ
ベ
ツ
、ネ
ギ

類
、バ
レ
イ
シ
ョ
、エ
ダ
マ
メ
、ナ

ス
、カ
ボ
チ
ャ
、ニ
ラ
、ニ
ン
ニ
ク
、

ユ
キ
ナ
、ス
プ
レ
ー
ギ
ク
、ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
、ス
ト
ッ
ク
、鉢
も
の
類
、

花
壇
用
苗
も
の
類
、リ
ン
ゴ
、モ
モ
、

ブ
ド
ウ
、シ
イ
タ
ケ
、ピ
ー
マ
ン
類

【
必
要
書
類
】規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書
、カ
タ
ロ
グ
類
、施
設

位
置
図

※
機
械
・
施
設
の
更
新
、既
存
施

設
の
追
加
導
入
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、

バ
ッ
ク
ホ
ー
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

汎
用
的
な
機
械
・
設
備
は
対
象
外

●
共
通
事
項

【
申
込
期
限
】10
月
10
日（
金
）

※
例
年
よ
り
調
査
時
期
が
早
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】産
業

経
済
部
農
政
課（
農
産
園
芸
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

事業名 対象経費 要件 補助率

共 同 利 用 機
械・施設整備

（ 転 作 作 物 ）
タイプ

▶対象作物の耕運整地用、栽培
管理用、収穫用、乾燥・調整用機
械など（品質分析機器を含む）▶
集団営農用集積出荷施設、乾燥
･ 調節施設など（既存機械の格納
庫は除く）
※新規需要米を除く

受益面積１㌶
以上。ただし、
対象作物が麦、
大豆、飼料作物
の場合は、おお
むね７㌶以上
の受益面積

経 費（ 消 費 税
を除く）の３
分の１以内
※50万円以上
の事業が対象

共 同 利 用 機
械整備（稲態
様転作）タイ
プ

▶稲態様転作の栽培管理用機械
▶乾燥･調整用機械など（品質分
析機器を含む）▶ホールクロッ
プサイレージ用稲関連機械

受益面積４㌶
以上

事業名 対象経費 補助率

園芸特産重点
強化整備事業

▶栽培用施設・付帯設備、育苗
施設・機械▶省エネルギー化
機械・装置▶低コスト化機械・
装置▶高品質安定生産機械・
装置▶農産物被害防止機械・
装置▶選別、調整、加工用機
械・装置▶その他園芸振興に
おいて特に必要な機械・施設
など

経 費（ 消 費 税
を除く）の３
分の１以内
※50万円以上
の事業が対象

●園芸特産重点強化整備事業の対象経費など ●みやぎの水田農業改革支援事業の対象経費など

※事業終了後３年（果樹の取り組みは５年）を経過した年度を目

標年度として、年度ごとに事業実績を報告することが要件です

※詳しくは、医療局ホームページを確認してください
医療局

ホームページ
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登米市過疎地域持続的発展計画（案）への
意見を募集

　市では、令和８年度から12年度までを計画期間とする
「登米市過疎地域持続的発展計画」を策定するため、10月
14日（火）から意見を募集します。

【募集期間】10月14日（火）～11月14日（金）
【公表する資料】登米市過疎地域持続的発展計画（案）
【公表場所】まちづくり推進部まちづくり推進課（市役所
迫庁舎２階）、各総合支所、各公民館、ふれあいセンター、
市公式ホームページ

【提出方法】▶「登米市過疎地域持続的発展計画（案）に対
する意見」と明記し、郵送、ファクシミリ、電子メールまた
は持参のいずれかの方法で提出してください▶様式は自
由です▶住所、氏名（団体などの場合は所在地、名称、代表
者名）、電話番号を必ず記入してください
※電話では受け付けできません

【意見の取り扱い】「個人情報の保護に関する法律」に基づ

き適切に取り扱います。また、個別の回答はしませんが、
意見の概要と意見に対する考え方を取りまとめた上、後
日、市公式ホームページで公表します
※詳しくは、市公式ホームページをご覧ください

【提出先・問い合わせ】まちづくり推進部まちづくり推進
課（まちづくり推進係）
〒987-0511 迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220（22）2147
0220（22）9164
死machizukuri@city.tome.miyagi.jp

市公式ホームページ
「市民意見公募手続」

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

結
果
の
概
要

　

４
月
17
日（
中
学
校
理
科
は
14

日
～
17
日
の
う
ち
１
日
）に
、小
学

６
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象

に
、全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

●
調
査
事
項

▼
小
学
校
＝
国
語
、算
数
、理
科
▼

中
学
校
＝
国
語
、数
学
、理
科
▼
児

童
生
徒
質
問
紙
調
査
＝
学
習
意
欲
、

学
習
方
法
や
環
境
、生
活
面
な
ど

●
調
査
結
果

　

教
科
と
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査

の
結
果
は
、左
記
の
表
の
と
お
り

●
今
後
の
改
善
方
策

　

市
で
策
定
し
た
授
業
づ
く
り
の

指
針「
登
米
市
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」の
活
用
を
全
て
の
学
校
で
さ
ら

に
進
め
る
と
と
も
に
、今
年
度
の
重

点
的
取
組
で
あ
る
基
礎
的
な
学
力

の
定
着
と
活
用
す
る
力
の
伸
長
を

図
り
、主
体
的・
対
話
的
で
深
い
学

び
に
つ
な
が
る「
よ
り
分
か
る
授

業
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、

各
学
校
で
は
、結
果
の
分
析
と
課

題
を
把
握
し
、具
体
的
な
指
導
場
面

を「
授
業
」「
家
庭
学
習
」な
ど
に
設

定
し
て
指
導
改
善
に
努
め
て
い
く

こ
と
で
、学
習
の
定
着
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。今
後
も
、市
の
全
教
職
員

が
児
童
生
徒
の
特
性
に
応
じ
た
学

び
と
、共
に
学
ぶ
共
同
的
な
学
び
を

巧
み
に
融
合
さ
せ
、一
体
的
な
充
実

を
図
る
こ
と
で
、児
童
生
徒
一
人
一

人
が
基
礎
的・
基
本
的
な
知
識・
技

能
を
習
得
し
、「
分
か
る
」「
で
き
る
」

楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
学
力

向
上
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。さ
ら

に
、学
び
直
し
や
家
庭
学
習
の
充
実

に
つ
な
が
る
よ
う
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
実
践
も
進
め
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】教
育
委
員
会
教
育

部
活
き
生
き
学
校
支
援
室（
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
６

教 科 国語（14問） 算数（16問） 理科（17問）

平 均 値 正答率 正答数 正答率 正答数 正答率 正答数

登 米 市 64 8.9 49 7.8 55 9.3

宮 城 県 65 9.1 55 8.8 55 9.4

全 国 67 9.4 58 9.3 57 9.7

教科に関する調査結果
各教科の平均正答率（％）と正答数（問）

●小学６年生

●中学３年生

質　　問
小学生 中学生

登米市 宮城県 全国 登米市 宮城県 全国

先生は、よいところを
認めてくれる

94.0 91.7 92.2 94.0 91.8 92.2

学校に行くのは楽しい 90.6 86.9 86.5 89.1 85.7 86.1

授業以外で平日に平均
２時間以上勉強する

21.9 19.1 24.9 18.3 24.6 30.8

授業中にＩＣＴ機器を
活用している

61.5 55.1 46.7 68.0 66.2 53.2

自分の考えがうまく伝
わるよう工夫している

74.5 73.5 68.6 71.1 69.8 63.0

分かった点、分からな
かった点を見直し、次
の学習につなげた

87.2 80.8 79.4 75.6 73.8 73.4

児童生徒質問紙調査（主な結果）

教 科 国語（14問） 数学（15問） 理科

平 均 値 正答率 正答数 正答率 正答数 平均ＩＲＴスコア

登 米 市 51 7.2 36 5.4 471

宮 城 県 54 7.5 46 6.9 503

全 国 54 7.6 48 7.2 503

※中学理科は文部科学省ＣＢＴシステムによるオンライン方式

※ＩＲＴスコア＝各設問の正誤パターンの状況から学力を推察し500

を基準とした得点
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環境事業所だより
市民の皆さんへ、環境事業所の仕事について、 
シリーズで紹介しています

vol .13

今月のお知らせ

も
し
も
の
時
に
あ
な
た
の
命
を
守
る

「
マ
イ
ナ
救
急
」
実
証
事
業
を
開
始

炭化肥料「タンピくん」を販売しています

　衛生センターでは、炭化肥料「タンピくん」を製造

販売しています。「タンピくん」は、し尿や浄化槽汚泥

などを微生物を使って浄化処理し、およそ800℃の

高温で焼き固めて作られた肥

料です。高温で炭化・殺菌して

いるため、臭いがほとんどあり

ません。リン酸が豊富に含まれ

ており、実物野菜や花木類に特

に効果があります。

【肥料成分】▶窒素2.5％▶リン酸

10.0％▶カリウム0.5％

【販売価格】１袋（15 ㎏）300 円

【販売場所】衛生センター

【受付時間】午前８時30 分～午後５時（土日、祝日、年

末年始は休業）

【問い合わせ】環境事業所衛生センター

☎0220（58）2254

　

現
在
、国
で
は
マ
イ
ナ
救
急
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
伴
い
、本
市
で
も
10
月

１
日
か
ら
マ
イ
ナ
救
急
の
実
証
事

業
を
開
始
し
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
救
急
と
は
？

　

傷
病
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証（
保

険
証
と
し
て
利
用
登
録
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）を
活
用
し
、救

急
隊
員
が
傷
病
者
の
正
確
な
医
療

情
報
等
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

る
仕
組
み
で
す
。

　

救
急
隊
員
が
マ
イ
ナ
保
険
証
を

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み
取
る
こ

と
で
、過
去
に
受
診
し
た
病
院
や
、

処
方
さ
れ
た
薬
な
ど
の
医
療
情
報

を
閲
覧
し
ま
す
。閲
覧
し
た
医
療

情
報
は
、よ
り
適
切
な
処
置
を
受

け
る
た
め
、ま
た
救
急
隊
が
搬
送

す
る
医
療
機
関
を
選
定
す
る
た
め

に
活
用
し
ま
す
。

※
あ
ら
か
じ
め
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
登

録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。セ
ブ

ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、医
療
機
関
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
利

用
登
録
が
で
き
ま
す

※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
場
合
で
も
、こ
れ
ま
で
と
同
様
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
、左
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
総
務
省
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て

市
民
生
活
部
市
民
生
活
課（
戸
籍

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

▼
マ
イ
ナ
救
急
に
つ
い
て

消
防
本
部
警
防
課（
救
急
救
助
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

総務省消防庁ホームページ
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目指せゼロカーボン
中学生が地球温暖化学ぶ

生徒たちは、普段の生活の中で地球温暖化の影響を感じること
などのテーマについて話し合い、グループごとに発表しました。

　「ゼロカーボンシティとめジュニアミーティング」が
８月６日、中田農村環境改善センターで開催され、市内
の中学生29人が参加しました。
　ジュニアミーティングは、地球温暖化やカーボンニ
ュートラルについて学び、自分たちの未来について考
え、意見交換することを目的に開催。宮城教育大学教授
の棟方有

あ り

宗
む ね

氏による記念講演の後、グループに分かれ
て意見を出し合いました。田口真

ま

子
こ

さん＝佐沼中３年
＝は「地球温暖化防止には二酸化炭素の吸収と削減が
大切だと知りました。これからも家族で節電を心がけ
て生活したいです」と話していました。

音響や照明操作体験
舞台技術を学ぶ講座開催

講座後は「清水バンド」による模擬コンサートを開催。演奏に合わ
せて照明や音響を実際に操作し、ステージを盛り上げました。

　「舞台技術講座～エンジニアの仕事を体験～」（登米文
化振興財団主催）が８月３日、水の里ホール・Abebisouで
開かれ、高校生から60代までの計９人が受講しました。
　講座は、舞台技術に興味や関心を持つ人を対象に開
催。同財団スタッフが講師となり、普段立ち入ることが
できない舞台の裏側を見学しながら、照明・音響機器の
取り扱いや操作の基礎を学びました。佐藤翔

しょう

さん（18）
＝東和町米谷３区＝は「初めての本格的な機材にドキ
ドキでしたが、照明の組み合わせが上手くできた時は
うれしかったです。将来ライブ関係の仕事に就きたい
ので、今日の体験を生かしたい」と話していました。

ものづくりの現場へ
夏休みに親子で工場見学

エスビー食品では、工場見学の後に、ハーブソルトのブレンド体
験やスパイスの香り当てクイズをして楽しみました。

　「2025とめオープンファクトリー」（宮城県東部地方
振興事務所登米地域事務所地方振興部主催）が７月22
日から８月７日まで実施されました。
　オープンファクトリーは、普段の生活を支えている
ものを作っている現場を見学することで、子どもたち
に地域への愛着を持ってもらおうと、市内15カ所の工
場などで開催。エスビー食品を見学した勝山ひなのさ
ん（８）＝迫町立戸＝は「お母さんに勧められて参加し
ました。たくさんの商品が機械で運ばれていてすごか
った。今日作ったハーブソルトを使って、おばあちゃん
と料理するのが楽しみです」と笑顔を見せました。



今月のホットライン
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雨に負けぬ熱い演舞
よさこいとねぷた夏彩る

雨天の中、出演者は個性あふれる衣装に身を包み、鳴子を打ち鳴
らしながら雨にも負けない笑顔で踊りを披露しました。

　「YOSAKOI＆ねぷたinとよさと」（同実行委員会主
催）が８月10日、陸前豊里駅前の特設会場などで開か
れ、多くの人がよさこいの熱気を味わいに訪れました。
　イベントでは、市内のチームをはじめ、東北各地や北
海道から集まった32チーム約500人が出演し、迫力ある
よさこいを披露。豊里中学校「O

ワ ン

NE T
ト ヨ サ ト

OYOSATO」の酒
井絢

あ や

百
と

さん＝豊里中３年＝は「みんなの動きを合わせ
ることを意識して練習してきました。本番は緊張した
けど、ベストを尽くせたので良かったです」と話してい
ました。夜には、町内会や商工会が制作した幻想的なね
ぷた４基が練り歩き、会場を鮮やかに彩りました。

破片をくっつけ復元
夏休み縄文土器修復体験

破片の形や模様をじっくり観察しながら取り組む子どもたち。
約２時間の作業で10個の土器を修復しました。

　「青島貝塚縄文土器修復体験」（南方公民館、とよまサ
イエンス、手のひらサークルたねるべ共催）が８月10
日、南方公民館で開かれ、親子22人が参加しました。
　このイベントは、南方で発掘されて同公民館に保管
されていた本物の縄文土器に直接触れることで、子ど
もたちが歴史や文化財に興味を持つことが目的。JICA
海外協力隊としてペルー国立シカン考古学博物館で働
く相原淳

じゅん　いち

一氏を講師に迎え、子どもたちは協力しなが
ら土器の破片を接着剤でつなぎ合わせました。熊谷晴

は る

真
ま

さん（10）＝南方町細川＝は「ぴったり合う破片を探
すのがパズルみたいで楽しかった」と話していました。

地元の恵みを味わう

親子で地産地消料理教室

参加者は、調理工程の説明を聞いた後、食材を切ったり、炒めた
り、みんなで協力しながら楽しく調理しました。

　「地産地消料理教室」が８月７日、石森ふれあいセン
ターで開かれ、小学生の親子18人が参加しました。
　料理教室は、地元食材を使用して親子で調理を体験
することで、食と農への関心を高め、地域での消費拡大
を図ることを目的に開催。市地産地消推進店「飯場こじ
か」オーナー鹿野徹

とおる

氏の指導の下、地元食材をふんだ
んに使った土鍋炊き込みご飯とはっと汁の２品を作
り、完成後は自分たちで作った料理の味を堪能しまし
た。及川智

と も

貴
き

さん（12）＝迫町駒木＝は「はっとの生地を
薄く伸ばすのが難しかったけど、とてもおいしくでき
たので、家でも作ってみたいです」と話していました。
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市民リレーエッセイ

南方町・板倉

阿部 善
よ し

光
み つ

 さん

次号は、柳渕 泰
や す

孝
た か

さん＝米山町的場＝へバトンをつなぎます

「母校と恩師」

　田口マイケルさんからバトンを受け取りました、南方
町の阿部善光です。現在、私は南方小学校のＰＴＡ会長を
務めています。南方小は私の母校であり、６年間の小学校
生活の大切な思い出をつくってくれた場所です。そこに
私の娘も通い、さらに自分がＰＴＡ会長になるとは全く
想像していませんでした。また、不思議なことに、会長就
任と同時に、私が６年生だった時の恩師が南方小に配属
となりました。母校の教室で恩師と久しぶりに再会した
時は、懐かしさとともに、時間の早さをしみじみ感じまし
た。「先生は変わらないのに、私はお腹周りを中心に大き
くなったなぁ」なんて、心の中で思ったのは秘密です。
　そんな私の「母校と恩師」という場で、娘たちにも大切
な思い出をつくってほしいと願っています。学校生活は
一瞬のうちに過ぎ去ってしまいます。だからこそ、私は子
どもとの時間を大切にしながら、子どもたちが遊びも勉
強も全力で取り組んで、泣いたり笑ったり怒ったりでき
る、心に残る素敵な毎日が送れるよう活動していきます。

市民の広場

津山町・元町第一／1977（昭52）年10月入籍

菊地 貞
て い

次
じ

 さん（73）

　　 とよ子
こ

 さん（71）

★お互いの印象は

【貞次】明るくて笑顔が素敵だと思ったね。初対
面の時は少しおとなしい人かなと思ったけど、
仲良くなったらたくさん話してくれたんだ。

【とよ子】優しくて、話上手な人だね。私があま
り話さなくても、場を盛り上げてくれるよ。

★結婚当時の思い出は

【貞次】妻と母がパーマ屋をやっていて、結婚式
のヘアセットや着付けに行くことが多かった
ね。土日は私の仕事が休みだったから、よく荷
物持ちを買って出ていたよ。

【とよ子】普段の食事作りを夫が担当してくれ
ていたから、本当に感謝しているの。

★現在の楽しみ、これからやりたいことは

【貞次】妻と一緒に台所に立って、「この料理は
こうしよう」なんて話しながら、日々の生活の
中で小さな幸せを積み重ねていきたいな。

【とよ子】パーマ屋を閉めて、旅行する機会が増
えてね。今はのんびり温泉を楽しんでいるよ。

２人肩を寄せ合って

よりそい半世紀
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2025年2月22日生まれ

迫町・八日町

宗さんの長男

家族みんなをメロメロ
にさせるレアくん。こ
れからもすくすく元気
に育ってね。

後藤 麗
れ

亜
あ

 くん（６カ月）

2025年4月24日生まれ

中田町・城内

舞さんの長男

91歳で待望の玄
やし ゃ ご

孫を
抱っこ。結斗の誕生で、
家族に笑顔があふれて
います。元気にすくす
く育ってね。

菊地 結
ゆ い

斗
と

 くん（4カ月）

2025年1月16日生まれ

南方町・北本郷

躍さんの長女

とっても可愛いわが家
のアイドル。生まれて
きてくれてありがとう。
これからもすくすく元
気に育ってね。

高橋 澪
み お

 ちゃん（８カ月）

2024年9月27日生まれ

中田町・茶畑

裕美さんの長女

毎日いっぱいニコニコ
している裕愛です！大
好きなお兄ちゃんに負
けないよう元気に育っ
てね！

伊藤 裕
ゆ

愛
ま な

 ちゃん（11カ月）

わが家のアイドル

「ありがとう」が伝わるように

　私たちのために全力でがんばっているお母さ
んのおかげで、私には三つの夢ができました。
　一つ目は「ヘアメイクアップアーティスト」で
す。私のお母さんは美容師だったので、ヘアアレ
ンジやメイクがとても上手です。忙しくても、毎
朝、私と妹の髪をきれいに結んでくれます。そん
なお母さんを私がきれいにしてあげたいです。
　二つ目は「パティシエール」です。私は料理が好
きなので、いつもご飯を作ってくれるお母さん
に、私の作ったスイーツで喜んでもらいたいで
す。そして、少しでも疲れを癒してあげたいです。
　三つ目は「バレーボール選手」です。昔、バレー
ボールをやっていたお母さんは、私たちがバ
レーボールをやっている姿を見ながら、「もっと
続けていればよかった」と言うことがあります。
私が続けることで、お母さんも一緒にやってい
るように思ってくれたらうれしいです。
　私なりの「ありがとう」が伝わるように、これ
からも夢に向かってがんばります。

津山小６年／津山町・横山８区

わたしが描く夢

菊地 夢
り ち あ

晶 さん
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日 休日急患当番医 歯科休日当番医

５㊐
米谷病院（東和町）

☎ 0220（42）2007

グリーンヒルズデンタルクリ

ニック（中田町）

☎ 0220（44）4611

12㊐
佐藤医院（豊里町）

☎ 0225（76）3420

スマイル歯科（南方町）

☎ 0220（23）7756

13㊊
（祝）

サンクリニック（南方町）

☎ 0220（29）6060

登米中田佐藤歯科クリニック

（中田町）☎ 0220（34）4888

19㊐
八木小児科医院（迫町）

☎ 0220（22）2566

グリーンヒルズデンタルクリ

ニック（中田町）

☎ 0220（44）4611

26㊐
千葉医院(迫町)

☎ 0220（22）3725

梅ノ木・歯科クリニック

（迫町）☎ 0220（23）8805

◉診療時間　9：00～12：00、13：30～17：00

【休日急患当番医】

◉第２次診療　登米市民病院　 ☎ 0220（22）5511

【問い合わせ】登米市医師会　☎ 0220（22）208 4

※月～金曜日（休日を除く）

【歯科休日当番医】

【問い合わせ】市民生活部健康推進課（保健推進係）　☎ 0220（58）2116

※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受診ください

石巻市夜間急患センター

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで

診療時間など、詳しくは問い合わせください

【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎ 0225（94）5111

 健 
　 康

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、

携帯電話から）
　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電

話から）
◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

こども夜間安心コール

　自殺予防

仙台いのちの電話

誰にも言えない気持ち

聞かせてください。

☎ 022（718）4343

　ひきこもり

ひとりで悩まないで
宮城県ひきこもり地域支援センター

☎ 0229（23）0024

10月の休日当番医10月のこころの相談

日 場所・受付時間・担当

８

㊌

 迫保健センター
 10：00～11：00
 臨床心理士・精神保健福祉 
 士・公認心理師

21

㊋

 登米総合支所 
 13：30～15：30
 医師

29

㊌

 中田保健福祉会館 
 13：30～15：30
 カウンセラー

医師・臨床心理士などが相談に応じ

ます。安心してご相談いただくため、

完全予約制です。相談日前日（土日、

祝日を除く）まで、下記の総合支所ま

で申し込みください。

◉迫町域にお住まいの人

　迫総合支所　☎ 0220（22）5554

◉中田・石越町域にお住まいの人

　中田総合支所　☎ 0220（34）2314

◉東和・登米町域にお住まいの人

　東和総合支所　☎ 0220（53）4113

◉米山・南方町域にお住まいの人

　米山総合支所　☎ 0220（55）2112

◉豊里・津山町域にお住まいの人

　豊里総合支所　☎ 0225（76）4113

登米市民病院小児科救急診療

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30

  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望

　する場合はご連絡ください

  【問い合わせ】登米市民病院

  ☎ 0220（22）5511

地域包括支援センター 電話番号

迫地域 0220（22）1152

中田・石越地域 0220（34）7611

石越分室 0228（34）4151

東和・登米地域 0220（53）4811

登米分室 0220（52）5090

米山・南方地域 0220（29）5821

南方分室 0220（58）4311

津山・豊里地域 0225（68）3780

豊里分室 0225（76）4811

■高齢者の相談窓口

　
10月の献血日程

【問い合わせ】

市民生活部健康推進課

（保健推進係）

☎ 0220（58）2116

※日程は変更になる場合が
あります。最新の日程につ
いては、市公式ホームペー
ジをご覧いただくか、下記
まで問い合わせください。

４日（土）、13日（月・祝）

イオンタウン佐沼

10：00～11：45

13：00～16：00

●
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

病
気
を
治
し
た
り
、症
状
を
軽

く
し
た
り
す
る
な
ど
、薬
本
来
の

目
的
と
し
て
の
働
き
を「
作
用
」と

い
い
ま
す
が
、薬
が
原
因
で
顔
や

体
に
湿
疹
が
出
た
り
、眠
く
な
っ

た
り
す
る
な
ど
、薬
本
来
の
目
的

以
外
の
好
ま
し
く
な
い
働
き
を

「
副
作
用
」と
い
い
ま
す
。

　

薬
の
副
作
用
を
避
け
る
た
め
、

以
下
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
他
の
人
が
処
方
さ
れ
た
薬
を
使

わ
な
い
▼
症
状
が
似
て
い
て
も
、

前
に
も
ら
っ
た
薬
を
自
己
判
断
で

使
用
し
な
い
▼
す
で
に
飲
ん
で
い

る
薬
が
あ
れ
ば
、医
師
や
薬
剤
師

に
伝
え
て
一
緒
に
飲
ん
で
よ
い
か

確
認
す
る
▼
薬
に
関
し
て
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、必
ず
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
す
る

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

●
も
の
忘
れ
（
認
知
症
）
相
談

　

も
の
忘
れ
や
認
知
症
に
つ
い

て
、気
に
な
る
こ
と
や
困
っ
て
い

る
こ
と
を
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】10
月
16
日（
木
）午
前
10
時

※
１
件
当
た
り
40
分

【
場
所
】市
役
所
南
方
庁
舎
１
階

【
申
し
込
み
】お
住
ま
い
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
要
事
前
予
約
）

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

高
齢
者
の
相
談
窓
口

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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【
場
所
】市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
中

会
議
室

【
受
講
料
】無
料

【
申
込
期
限
】各
講
習
会
の
５
日
前

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

務
局（
南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

　

市
で
は
、10
月
よ
り
実
施
さ
れ

る
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
お
よ

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。対
象
者
に
は
個
別
に
通

知
し
ま
す
の
で
、接
種
に
つ
い
て

検
討
く
だ
さ
い
。

●
感
染
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

予
防
接
種
に
は
、発
症
を
あ
る

程
度
抑
え
る
効
果
や
、重
症
化
を

予
防
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、感
染
対
策
に
は

石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー

ル
製
剤
に
よ
る
手
指
消
毒
、マ
ス

ク
の
着
用
、室
内
の
こ
ま
め
な
換

気
が
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、予
防
接
種
と
併
せ
て
感
染
対

策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン

　

妊
娠
、出
産
、育
児
の
こ
と
に
つ

い
て
、み
ん
な
で
話
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】10
月
１
日（
水
）午
前
10
時

～
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】中
田
児
童
館

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

●
子
育
て
支
援
講
座

　

み
ん
な
で
話
し
、体
を
動
か
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】10
月
16
日（
木
）午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】石
越
に
じ
い
ろ
こ
ど
も
園

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】石
越

に
じ
い
ろ
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
８（
２
４
）８
５
１
１

●
よ
り
そ
い
・
ほ
っ
と
相
談

　

妊
娠
や
出
産
、育
児
に
つ
い
て
、

助
産
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】10
月
21
日（
火
）午
前
10
時

～
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
こ
ど
も

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、認

知
症
の
人
や
家
族
を
見
守
り
、応

援
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
10
日（
金
）午
後
１
時

30
分
～
３
時

【
場
所
】南
方
公
民
館
２
階
研
修
室

【
募
集
人
数
】20
人（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】10
月
８
日（
水
）

【
申
し
込
み
】米
山
・
南
方
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト・
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、地
域
で
育
児
の
手
助

け
が
で
き
る
人
が
、手
助
け
を
必
要

と
す
る
人
を
援
助
す
る
活
動
で
す
。

●
協
力
会
員
に
な
る
た
め
に
は

　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人
で
、

市
が
主
催
す
る
講
習
会
を
受
講
し

た
人
が
対
象
で
す
。

●
協
力
会
員
講
習
会

【
日
時
】10
月
15
日（
水
）、令
和
８

年
１
月
28
日（
水
）／
午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時
15
分

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業

協
力
会
員
を
募
集
し
ま
す

家
庭
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

●
わ
く
わ
く
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

　

ま
ご
ま
ご
コ
ー
ス
同
時
開
催
。

祖
父
母
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

【
内
容
】赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂（
実

技
）、ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、孫
育

て
、妊
婦
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
体
験

【
日
時
】10
月
29
日（
水
）午
前
10
時

～
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】迫
児
童
館

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
応
援

講
座
や
サ
ロ
ン

流
行
に
備
え
て

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

ぼくわたしむし歯ないんだよ

３歳６カ月健診で

むし歯のなかったこどもたち

（８月応募受付分）

田代 理
り

人
ひ と

くん

（南方町北本郷）

及川 瞬
しゅん

平
ぺ い

くん

（豊里町大曲）

佐々木 星
せ

梨
り

奈
な

ちゃん

（迫町山の上）

小野寺 晄
ひ か

里
り

ちゃん

（迫町赤沼）

八乙女 志
し

光
づ き

ちゃん

（南方町狼掛）

阿部 仁
に い

奈
な

ちゃん

（石越町駅前）

後藤 柚
ゆ ず

葉
は

ちゃん

（中田町駒牽）

葛西 晴
は

琥
く

くん

（迫町中江）

阿部 彗
せ

凪
な

くん

（津山町横山６区）

加藤 日
に ち

椛
か

ちゃん

（石越町渋川）

髙橋 王
お う り

織くん

（中田町南加賀野）

後藤 悠
は る

くん

（迫町八幡）

長谷川 心
こ

桜
は る

ちゃん

（津山町横山４区）

遠藤 葵
あおい

ちゃん

（南方町須崎）

只野 陽
ひ な た

咲ちゃん

（中田町加賀野二）

西條 太
た い

惺
せ い

くん

（迫町光ヶ丘東）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
受
講
生
募
集
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さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

が
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
日
時
】10
月
13
日（
月
・
祝
）午
前

10
時
30
分
～
午
後
３
時

【
場
所
】オ
サ
ベ
フ
ー
ズ
迫
体
育
館

【
体
験
種
目
】ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ
、バ
ブ
ル
ボ
ー
ル
、ボ
ッ
チ
ャ
、

モ
ル
ッ
ク
、デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
、ラ

ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ

【
参
加
費
】無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

【
問
い
合
わ
せ
】教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

　

お
昼
休
み
の
ひ
と
と
き
に
、懐

か
し
い
童
謡
を
聴
い
た
り
、一
緒

　

佐
沼
中
、佐
沼
高
ボ
ー
ト
部
が

出
場
予
定
で
す
。ボ
ー
ト
競
漕
の

観
戦
に
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】９
月
27
日（
土
）、28
日（
日
）

【
場
所
】ア
イ
エ
ス
総
合
ボ
ー
ト
ラ

ン
ド（
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場
）

【
同
時
開
催
】第
１
回
東
北
中
学
校

ボ
ー
ト
新
人
大
会

【
問
い
合
わ
せ
】河
北
レ
ガ
ッ
タ
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
６
３
３

　

市
内
文
化
芸
術
団
体
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】10
月
４
日（
土
）午
前
10
時

～
午
後
４
時
、５
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

【
場
所
】水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）

【
入
場
料
】一
般
３
０
０
円
、高
校

生
以
下
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】教
育
委
員
会
教
育

部
文
化
財
文
化
振
興
課（
文
化
財

文
化
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
３
２

　

市
内
で
活
動
す
る
音
楽
団
体
が

「
秋
の
音
色
」を
お
届
け
し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
13
日（
月
・
祝
）午
前

10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】教
育
委
員
会
中
田

教
育
事
務
所

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
２ 

に
歌
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】10
月
14
日（
火
）午
後
０
時

20
分
～
45
分

【
場
所
】市
役
所
迫
庁
舎
ロ
ビ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】は
さ
ま
童
謡
を
歌

う
会（
千
葉
）

☎
０
８
０（
３
１
９
７
）４
１
４
６

【
日
時
】▼
ワ
ー
ド
➊
10
月
９
日

（
木
）、10
日（
金
）
➋
11
月
６
日

（
木
）、７
日（
金
）▼
エ
ク
セ
ル
➊

10
月
14
日（
火
）、15
日（
水
）
➋

11
月
10
日（
月
）、11
日（
火
）▼

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
➊
10
月
16
日

（
木
）、17
日（
金
）
➋
11
月
12
日

（
水
）、13
日（
木
）／
各
日
、午
後
１

時
30
分
～
４
時

※
各
講
習
➊
、
➋
の
い
ず
れ
か
の

多
彩
な
文
化
活
動
を
発
表

第
17
回
登
米
市
民
文
化
祭

第
15
回
ふ
れ
あ
い
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

情 報
広 場

Information

夜間納税相談窓口

【日時】10月30日（木）
　　   11月27日（木）
　　　午後７時まで

【場所】総務部税務課
　　  （迫庁舎１階）

【問い合わせ】
総務部税務課（徴収対策係）
☎ 0220（22）2169

（10月・11月分）

マイナンバーカード

申請サポート

マイナンバーカードの申請を

検討している人は、ぜひ、ご利

用ください。予約不要です。

【場所・日時】

➊市役所南方庁舎２階

　10 月１日（水）、15日（水）

　午前９時30分～午後４時

➋市役所迫庁舎３階

　10 月８日（水）

　午前９時30分～正午

➌市役所中田庁舎１階

　10 月29日（水）

　午前９時30分～正午

【問い合わせ】市民生活部市民

生活課（戸籍係）

☎0220（58）2118

催
　
　
し

募
　
　
集

秋
を
奏
で
る
演
奏
会

第
32
回
な
か
だ
音
楽
祭

第
34
回
河
北
レ
ガ
ッ
タ

２
０
０
０
開
催

パ
ソ
コ
ン（
中
級
）講
習
会
受

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

体
験
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

元
気
と
め
!!
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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日
程
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
➊
、➋
と
も
同
じ
内
容
で
す

【
募
集
人
数
】各
10
人（
先
着
順
）

【
場
所
】視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
２
階
第

１
研
修
室

【
受
講
料
】無
料

【
申
込
期
間
】９
月
19
日（
金
）～
各

講
習
会
前
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】視
聴

覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

【
募
集
人
数
】１
人

【
役
割
と
業
務
】農
地
集
積
・
集
約

化
、遊
休
農
地
発
生
防
止
の
働
き

か
け
、農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、会
議
へ

の
出
席
な
ど

情
　
報
　
広
　
場

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

【
担
当
区
域
】迫
町
新
田
の
区
域

【
任
期
】委
嘱
の
日
か
ら
令
和
８
年

７
月
23
日（
木
）ま
で

【
報
酬
】月
額
４
万
６
千
円

【
申
込
資
格
】農
地
な
ど
の
利
用
最

適
化
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
持

ち
、担
当
区
域
内
で
農
地
な
ど
の

最
適
化
推
進
の
活
動
が
で
き
る
人

【
申
込
方
法
】推
薦（
団
体
ま
た
は

農
業
者
等
３
人
以
上
の
連
名
に
よ

る
推
薦
）ま
た
は
自
ら
応
募
。規
定

様
式
に
記
入
し
、必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
期
間
】９
月
22
日（
月
）～
10

月
21
日（
火
）

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】農
業

委
員
会
事
務
局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

大
会
を
支
え
る
走
路
係
、給
水

係
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】12
月
７
日（
日
）午
前
７
時

～
正
午

【
場
所
】エ
ス
ビ
ー
食
品
と
よ
ま
蔵

ジ
ア
ム（
登
米
総
合
体
育
館
）

【
応
募
資
格
】18
歳
以
上

【
申
込
期
限
】10
月
24
日（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】カ
ッ
パ

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局（
と

よ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
蔵
っ
こ
）

☎
０
２
２
０（
５
３
）１
１
５
５

【
科
名
】
➊
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
科
➋

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
➌
総
合
実
務
科

【
対
象
者
】
➊
➋
身
体
・
精
神
・
そ
の

他
の
障
害
の
あ
る
人（
知
的
を
除

く
）➌
療
育
手
帳
所
持
者

※
そ
の
他
と
は
、難
病・
高
次
脳
機

能
障
害
な
ど
の
診
断
を
受
け
て
い

る
人
で
、手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人

【
募
集
人
数
】
➊
➋
各
10
人
➌
20
人

【
訓
練
期
間
】令
和
８
年
４
月
９
日

（
木
）～
令
和
９
年
３
月
10
日（
水
）

【
申
込
期
間
】➊
➋
10
月
７
日（
火
）

～
11
月
14
日（
金
）
➌
10
月
１
日

（
水
）～
11
月
６
日（
木
）

【
選
考
日
】
➊
➋
12
月
５
日（
金
）➌

あったかラグ
　 入荷しました‼※写真はイメージです

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

11
月
21
日（
金
）

【
選
考
場
所
】宮
城
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校（
仙
台
市
）

※
費
用・応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】国
立
県
営
宮
城
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
２
２（
２
３
３
）３
１
２
４

　
　【

訓
練
内
容
】簿
記
と
パ
ソ
コ
ン
の

基
礎
訓
練

【
対
象
者
】現
在
求
職
中
の
人

【
募
集
人
数
】15
人

【
訓
練
期
間
】10
月
23
日（
木
）～
令

和
８
年
１
月
22
日（
木
）

【
訓
練
場
所
】職
業
訓
練
法
人
東
磐

職
業
訓
練
協
会（
岩
手
県
一
関
市
）

【
申
込
期
限
】10
月
８
日（
水
）午
後

５
時

【
選
考
日
】10
月
14
日（
火
）

※
訓
練
実
施
会
場
に
て
面
接
試
験

【
費
用
】受
講
料
は
無
料
。テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

【
申
込
方
法
】ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出

【
問
い
合
わ
せ
】気
仙
沼
高
等
技
術

専
門
校

☎
０
２
２
６（
２
２
）７
０
６
８

住宅入居者を募集

市
営
住
宅

▶迫大網住宅１ー14号(Ｒ２年築)

　住所＝迫町佐沼字大網199番地１

　募集戸数＝１戸

　(１階建て集合住宅・１階・２ＤＫ)

　家賃月額＝１万7,800円～３万4,900円 

　駐車場利用は１台のみ（別途２千円）

▶迫大網住宅５ー13号(Ｒ４年築)

　住所＝迫町佐沼字大網199番地１

　募集戸数＝１戸

　(２階建て集合住宅・１階･２ＤＫ)

　家賃月額＝１万8,100円～３万5,500円

　駐車場利用は１台のみ（別途２千円）

【入居資格】住宅に困っている世帯

※市営住宅は低所得世帯であることなどの入居要件が

あります

※詳細は住宅都市整備課または各総合支所市民課備え

付けの募集要項を確認ください

【申込期限】10 月１日（水）※期限厳守・郵送不可

【申し込み】各総合支所市民課、住宅都市整備課

【問い合わせ】建設部住宅都市整備課（住宅係）

☎0220（34）2316

◇定住促進住宅（中田・東和・豊里・石越）も随時募集中◇

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
募
集
し
ま
す

カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

（
簿
記
２
級
実
務
科
）募
集

障
が
い
者
の
た
め
の
職
業

能
力
開
発
校
受
講
生
募
集

国 立 県 営 宮
城 障 害 者 職
業 能 力 開 発
校 ホ ー ム
ページ



20

支
局（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

　

市
消
防
署
で
は
、災
害
時
の
使

用
に
備
え
て
、消
防
水
利
の
点
検

を
実
施
し
ま
す
。交
通
量
な
ど
に

は
十
分
注
意
し
て
実
施
し
ま
す
の

で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
１
日（
水
）～
11
月
28

理
解
を
深
め
て
、動
物
と
の
共
生

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
で
す
。

生
涯
、愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
▼
動
物
の
遺
棄
は
犯

罪
で
す
。絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ

い
▼
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
育
し
、

人
と
動
物
が
共
に
過
ご
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

乾
和か

ず

こ子
さ
ん（
迫
町
・
再
任
）、大

浪
し

ず

え江
さ
ん（
米
山
町
・
再
任
）が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
た
り
、学
校
や

幼
稚
園
、保
育
園
な
ど
で
人
権
教

室
を
開
い
た
り
し
て
、命
の
大
切

さ
や
思
い
や
り
の
心
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。困
っ
た
と
き
は

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
電
話
】月
～
金
曜
日
／
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

▼
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】仙
台
法
務
局
登
米

情
　
報
　
広
　
場

　【
訓
練
内
容
】
➊
簿
記
３
級
程
度
の

基
礎
的
内
容
➋
日
商
簿
記
検
定

（
３
級
）受
験
対
策
の
応
用
的
内
容

【
対
象
者
】２
日
間
受
講
可
能
な
人

【
募
集
人
数
】
➊
➋
各
10
人

【
日
程
】
➊
11
月
13
日（
木
）、14

日（
金
）
➋
令
和
８
年
１
月
20
日

（
火
）、21
日（
水
）

【
場
所
】石
巻
高
等
技
術
専
門
校

【
申
込
期
限
】
➊
10
月
15
日（
水
）➋

12
月
17
日（
水
）

【
費
用
】受
講
料
は
無
料
。テ
キ
ス

ト
代
は
自
己
負
担
で
各
自
準
備

【
申
込
方
法
】左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
先
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
よ
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　　

９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動
物
愛

護
週
間
で
す
。身
近
な
動
物
へ
の

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

日（
金
）／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
問
い
合
わ
せ
】消
防
本
部
警
防
課 

（
警
防
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
つ
い
て
、現
行
の
計
画
が

令
和
７
年
度
で
終
期
を
迎
え
る
た

め
、現
在
市
で
は
令
和
８
年
度
か

ら
の（
仮
称
）第
三
次
登
米
市
ま

お
知
ら
せ

特
例
申
請
▼
産
前
産
後
免
除
該

当
届
▼
口
座
振
替
納
付（
変
更
）

申
出
兼
還
付
金
振
込
方
法（
変

更
）申
出
▼
口
座
振
替
辞
退
申
出

※
詳
細
は
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
加
入
・
免
除
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

ね
ん
き
ん
だ
よ
り

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用

し
た
電
子
申
請
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
に
関
す
る
左
記
の

手
続
き
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
利
用
し
て
電
子
申
請
が
で
き

ま
す
。

【
電
子
申
請
可
能
な
申
請
書
等
】

▼
国
民
年
金
被
保
険
者
の
資
格

取
得（
種
別
変
更
）の
届
出
▼
付

加
保
険
料
納
付（
辞
退
）申
出
▼

付
加
保
険
料
納
付
該
当（
非
該

当
）届
▼
国
民
年
金
保
険
料
免

除・納
付
猶
予
申
請
▼
学
生
納
付

日本年金機
構 ホ ー ム
ページ

総
合
戦
略
策
定
に
つ
い
て

諮
問
し
ま
し
た

身
近
な
動
物
へ
の
理
解
を

動
物
愛
護
週
間

石
巻
高
等
技
術
専
門
校

在
職
者
訓
練
（
簿
記
講
座
）

電子申請シス
テム（石巻高
等技術専門校
在職者訓練）

法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

災
害
に
備
え
て

消
防
水
利
の
点
検
を
実
施



21 2025.10

情
　
報
　
広
　
場

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。策
定

の
一
環
と
し
て
、市
総
合
計
画
審

議
会
が
８
月
21
日
、市
役
所
迫
庁

舎
で
開
催
さ
れ
、市
長
が
審
議
会

に
対
し
、策
定
に
つ
い
て
諮
問
し

ま
し
た
。今
後
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
な
ど
、市
民
の
皆
さ

ん
や
審
議
会
か
ら
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、令
和
７
年
度
中
の

策
定
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

県
内
の
過
去
10
年
の
農
作
業

死
亡
事
故
は
、農
業
機
械
作
業
に

関
す
る
事
故
が
全
体
の
約
７
割
を

占
め
、そ
の
う
ち
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
も
の
が
約
半
数
で
す
。ト
ラ

ク
タ
ー
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
し
、

ト
ラ
ク
タ
ー
は
安
全
フ
レ
ー
ム
か

安
全
キ
ャ
ブ
が
装
着
さ
れ
た
も
の

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

農
繁
期
は
、農
耕
車
両
で
道
路

を
通
行
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。タ
イ
ヤ
、ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
か

ら
落
ち
た
土
は
、通
行
の
妨
げ
や

交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
だ
け
で

な
く
、泥
や
土
の
塊
を
道
路
に
落

と
す
こ
と
は
、道
路
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。や
む
を
得
ず
道
路

を
汚
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、速

や
か
に
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、市
が
浄
化

槽
を
設
置
し
、使
用
者
か
ら
の
使

用
料
に
よ
り
維
持
管
理
す
る「
市

設
置
型
」で
浄
化
槽
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、令
和
８
年
度

か
ら
は
、市
が
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
、個
人
で
浄
化
槽
を
設

置
・
管
理
す
る「
個
人
設
置
型
」に

整
備
手
法
が
変
わ
り
ま
す
。

●
令
和
７
年
度

　

市
設
置
型
浄
化
槽
の
設
置
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
受
益
者
負
担
金
】11
万
３
千
円

【
設
置
予
定
基
数
】80
基

【
申
込
期
限
】11
月
28
日（
金
）

※
予
算
上
限
額
に
達
し
た
場
合
は

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す

●
令
和
８
年
度
以
降

　

個
人
で
業
者
を
選
定
し
、浄
化

槽
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。市
で
は
、申
請
者
に
対
し
て
設

置
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、上
下
水
道
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】上
下

水
道
部
下
水
道
施
設
課（
下
水
道

整
備
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
２
０

　

県
で
は
、土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
き
、基
礎
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。登
米
市
管
内
の
調
査
が
完
了
し

た
箇
所
に
つ
い
て
、土
砂
災
害
警
戒

区
域
な
ど
の
調
査
結
果
を
公
表
し

て
い
ま
す
。今
後
、所
定
の
手
続
き

を
経
て
、順
次
、土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】東
部
土
木
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所
河
川
砂
防
第
一

班☎
０
２
２
０（
２
２
）２
７
６
３

土
砂
災
害
へ
の
備
え
を

基
礎
調
査
の
結
果
公
表

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

水の里ホール・Abebisou（登米祝祭劇場）

10月のイベント情報
日程 内　容 問い合わせ 

10/11 ㊏

◉仙台フィルとうたおう

　（第16回ときめき　市民コンサート）　

　【開演】午後3時 　【会場】大ホール

   【入場料】大人3,000円、小中高生2,000円、

　未就学児無料（要整理券）

水の里ホール・

Abebisou

☎ 0220（22）0111

10/12 ㊐
◉わくわくマルシェ

　【時間】午前10時～午後4時

　【会場】小ホール　【入場料】無料

すずきャンドル

☎ 090（9423）4900

10/19 ㊐
◉第17回チャリティー芸能祭

　【開演】午前10時　【会場】大ホール

　【入場料】1,000円

宮城県北芸能振興

会

☎ 090（7565）3451

10/25 ㊏
～ 26 ㊐

◉2025はさま芸術祭

▶展示発表…25㊏ 午前9時30分～午後4時

　　　　　   26㊐ 午前9時30分～午後3時

　【会場】小ホール　【入場料】無料

▶ステージ発表…26㊐ 午前9時30分

　【会場】大ホール　【入場料】500円

迫文化協会

☎ 080（4512）5900

10/31 ㊎
～ 11/3 ㊊

（祝）

◉第26回登米市美術協会展

　【時間】午前10時～午後4時30分

　　　　最終日は午後3時まで

　【会場】小ホール　【入場料】無料

水の里ホール・

Abebisou

☎ 0220（22）0111

※休館日：6日、14日、20日、27日

浄
化
槽
の
整
備
手
法
が

変
わ
り
ま
す

秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

機
械
の
転
落
・
転
倒
対
策
を

農
繁
期
の
路
面
清
掃
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

県公式ホー
ムページ（登
米市基礎調
査結果）

0220-23-8688下田中53番地8
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情
　
報
　
広
　
場

【
内
容
】「
後
悔
残
さ
ず
会
社
を
残

す
～
経
験
者
の
リ
ア
ル
な
本
音

～
」「
事
業
承
継
の
ポ
イ
ン
ト
～
早

期
準
備
に
勝
る
コ
ツ
な
し
～
」

【
日
時
】10
月
21
日（
火
）午
後
３
時

～
４
時
40
分

【
場
所
】中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

【
募
集
人
数
】60
人（
先
着
順
）

※
事
業
者
・
後
継
者
・
事
業
承
継
に

関
心
の
あ
る
人

【
参
加
費
】無
料

【
申
込
期
限
】10
月
20
日（
月
）

【
申
込
方
法
】電
話
ま
た
は
左
記
二

次
元
コ
ー
ド
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】宮
城
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
７
２
２
）３
８
８
４

　　

一
関
水
辺
プ
ラ
ザ
を
主
会
場
に

開
催
し
ま
す
。期
間
中
は
登
米
市

内
の
田
ん
ぼ
な
ど
で
離
着
陸
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
程
】10
月
10
日（
金
）～
12
日

（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】同
実
行
委
員
会（
一

関
市
商
工
労
働
部
観
光
物
産
課
）

☎
０
１
９
１（
２
１
）８
４
１
３

　【
内
容
】概
要
説
明
、施
設
・
寮
の
見

学
、訓
練
体
験
、個
別
相
談

【
日
程
】10
月
４
日（
土
）

【
場
所
】宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校（
仙
台
市
）

【
対
象
】身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
、

難
病
を
お
持
ち
の
人
、家
族
、関
係

機
関
の
人

【
申
込
方
法
】電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】国
立
県
営
宮
城
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
２
２（
２
３
３
）３
１
２
４


０
２
２（
２
３
３
）３
１
２
５

死syokn@
pref.m

iyagi.lg.jp

【
日
時
】
➊
10
月
14
日（
火
）➋
28
日

（
火
）／
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】
➊
宝
江
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
➋
中
津
山
公
民
館

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

相
　
　
談

一
関
・
平
泉
バ
ル
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

※行政相談は、総務省行政相談センター「きくみみ
宮城」でも随時受け付けています

【問い合わせ】総務省行政相談センター

☎0570（090110）

地区 委員 開催日 時間 開設場所

迫 齋藤　輝
て る

雄
お

10月20日（月） ９:30～11:30 新田公民館

東和 佐藤　裕
ゆ う

孝
こ う

10月16日（木） 10:00～11:30 東和総合支所

中田 佐藤　正
ま さ

満
み つ

10月２日（木） 13:30～15:30
中田老人福祉

センター

豊里 遠藤より子
こ

10月２日（木） 10:00～11:30
豊里高齢者

趣味の交流館

石越 佐々木孝
た か

夫
お

10月２日（木） 10:00～11:30
石越福祉セン

ター

南方 佐々木菊
き く

枝
え

10月２日（木） 10:00～11:30 南方総合支所

津山 山形　利
と し

文
ふ み

９月26日（金）
９:30～11:30

津山老人福祉
センター

10月24日（金）

行政に関する相談所を開設します

●行政相談所開設日程

　行政相談は、国や県、市などへの意見、要望などの
相談に行政相談委員が無料で応じ、その解決や実現
をサポートするものです。下記の日程で行政相談所
を開設しますので、気軽に利用ください。

【問い合わせ】総務部総務課（総務係）
☎ 0220（22）2091

【
相
談
料
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
】そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０


０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

【
日
時
】10
月
２
日（
木
）午
前
10
時

～
11
時
30
分

【
場
所
】▼
豊
里
高
齢
者
趣
味
の
交

流
館
▼
石
越
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
南

方
総
合
支
所

【
問
い
合
わ
せ
】登
米
市
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

　

県
で
は
、犬
猫
に
関
す
る
相
談
専

用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー「
宮
城
県
保
健

所
犬
猫
ダ
イ
ヤ
ル
」を
開
設
し
ま

し
た
。「
ペ
ッ
ト
の
犬
猫
が
い
な
く

な
っ
た
」、「
保
護
猫
を
譲
り
受
け
た

い
」な
ど
の
相
談
は
当
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

※
犬
の
登
録
、狂
犬
病
予
防
注
射
に

関
す
る
相
談
な
ど
は
、各
総
合
支
所

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】宮
城
県
保
健
所
犬

猫
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
２（
７
７
４
）６
９
２
０

　

子
育
て
な
ど
で
離
職
し
た
女
性

の
再
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
個
別
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、再
就
職
に
向
け
た

セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】▼
県
経
済
商
工
観

光
部
雇
用
対
策
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
７
７
１

▼
み
や
ぎ
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
・
リ

生
活
や
仕
事
な
ど
の

悩
み
相
談
に
応
じ
ま
す

登米市事業
承 継 セ ミ
ナー申し込
みフォーム

事
業
承
継
を
学
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

社
会
福
祉
協
議
会

生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

犬
猫
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

「
保
健
所
犬
猫
ダ
イ
ヤ
ル
」

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
・

リ
ス
タ
ー
ト
を
支
援
し
ま
す
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ハローワークはさま発行求人情報
ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載

掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

●
上
杉
恭や

す

弘ひ
ろ

様
／
市
内
公
立
保
育

施
設
用
図
書
１
４
０
冊

●
医
療
法
人
社
団
恭
謹
会
上
杉
皮

膚
科
医
院
様
／
市
内
公
立
幼
稚
園

用
絵
本
・
図
鑑
１
１
４
冊

●
紅
忠
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
東
北
株

式
会
社
様
／
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

２
千
枚

●
堀
米
薫か

お
る

様
／
佐
沼
小
学
校
用

図
書
室
貸
出
用
図
書
・
書
籍
17
冊

●
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
フ
グ
ル
ー

プ
プ
レ
ゼ
ン
ツ
高
橋
か
お
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
様
／
現
金

１
万
円

※
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】総
務
部
総
務
課

（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

▲

迫総合支所☎ 0220（22）2111

▲

登米総合支所☎ 0220（52）5051

▲

東和総合支所☎ 0220（53）4111

▲

中田総合支所☎ 0220（34）2311

▲

豊里総合支所　☎ 0225（76）4111

▲

米山総合支所☎ 0220（55）2111

▲

石越総合支所☎ 0228（34）2111

▲

南方総合支所☎ 0220（58）2111

▲

津山総合支所☎ 0225（68）3111

寄
　
　
付

10月の納税

納期限／10月31日（金）

警察署からのお知らせ
９月21日から30日までは、秋の交通安全市民総ぐるみ運動期

間です。段々と日没時間が早まってきました。早めのライト点

灯と反射材を身につけ、夕暮れ時の交通事故を防ぎましょう。

市内の交通事故発生状況
（令和７年８月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

Ｒ７ Ｒ６ 増減数

人身事故
発生件数 36件 55件 ▲19件

死者数 ０人 １人 ▲１人

負傷者数 48人 64人 ▲16人

物損事故
発生件数 853件 785件 68件

※Ｒ7年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市県民税・・・・・・・３期

国民健康保険税・・・・５期

介護保険料・・・・・・５期

後期高齢者保険料・・・４期
忘れずに納めましょう

納税は便利な口座振替で

稲わらなどを焼却する場合は事前に消防署へ届け
出てください。風向きや時間帯を考え、近隣住民の
迷惑にならないよう注意しましょう。

８月の災害件数

　　　  火災　 救急　 救助
            1件    304件　 3件

（2,614件） （21件）

346件

令和７年
累計

0件前年同月 2件

（23件）

登米市の人口・世帯数
（令和７年８月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,773 9,170 9,590 18,760 （▲24）

登米 1,719 2,001 2,182 4,183 （▲15）

東和 2,170 2,574 2,618 5,192 （▲5）

中田 5,291 7,145 7,362 14,507 （▲19）

豊里 2,154 2,900 2,955 5,855 （▲1）

米山 2,769 3,902 3,969 7,871 （▲18）

石越 1,455 2,044 2,015 4,059 （▲2）

南方 2,724 3,796 3,947 7,743 （1）

津山 1,089 1,287 1,436 2,723 （▲13）

合計 27,144 34,819 36,074 70,893 （▲96）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
７
月
受
納
）

ス
タ
ー
ト
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
７
２
２
）０
５
０
６

【
日
時
】10
月
23
日（
木
）午
後
１
時

～
４
時（
時
間
予
約
制
）

【
場
所
】登
米
合
同
庁
舎
２
階

２
０
２
会
議
室

【
申
込
期
限
】10
月
16
日（
木
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】み
や

ぎ
産
業
振
興
機
構

☎
０
１
２
０（
４
１
８
）６
１
８

【
相
談
内
容
】民
事（
借
入
債
権
、過

払
返
金
、金
銭
、土
地
建
物
、交
通

事
故
な
ど
）、家
事（
夫
婦
、親
子
、

扶
養
、財
産
分
与
相
続
な
ど
）

【
日
時
】10
月
26
日（
日
）午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分

※
事
前
予
約
不
要

【
場
所
】中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】登
米
裁
判
所

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
１
１

　

登
記
全
般（
不
動
産
、会
社
、法

人
）、相
続
、遺
言
、成
年
後
見
、債

務
整
理
、裁
判
手
続
き
、相
続
登
記

の
義
務
化
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

【
日
時
】10
日
11
日（
土
）午
前
９
時

～
正
午

【
場
所
】迫
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】宮
城
県
司
法
書
士

会
登
米
支
部

☎
０
２
２
０（
２
３
）１
２
２
３

【
日
時
】10
月
28
日（
火
）、午
前
９

時
30
分
、午
前
11
時
、午
後
１
時
30

分
、午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

【
相
談
料
】無
料

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ

い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

【
日
時
】10
月
24
日（
金
）午
後
１
時

～
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

【
場
所
】と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

【
担
当
】及
川
毅つ

よ
し（

弁
護
士
）

【
相
談
申
し
込
み
】

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

【
相
談
料
】無
料

※
要
電
話
予
約

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
て

し
ご
と
相
談
を
開
設

中
小
企
業
・
個
人
事
業
者

無
料
弁
護
士
移
動
相
談
会

も
め
ご
と
悩
み
ご
と

調
停
手
続
相
談
会
を
開
催

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
開
設

借
金
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談



登米市公式ホームページ
https://www.city.tome.miyagi.jp/

登米市メール配信サービス 登米市公式 LINE
（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam
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編

集

後

記

▼
私
に
は
、特
集
な
ど
で
取
材

を
進
め
て
い
く
と
、そ
の
人
た

ち
の
こ
と
を
好
き
に
な
る
と
い

う
習
性
が
あ
り
ま
す
。楽
し
そ

う
に
農
作
業
す
る
沢
田
管
理
組

合
の
皆
さ
ん
も
同
じ
で
、少
し

で
も
活
動
内
容
や
雰
囲
気
が
伝

わ
る
記
事
に
し
た
い
と
思
っ
て

編
集
し
ま
し
た
。市
内
各
地
で

た
く
さ
ん
の「
楽
し
い
」が
増
え

ま
す
よ
う
に
。（
高
橋
）

▼
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い

る
の
は
９
月
初
旬
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
日
曜
日
を
あ
と
17
回
迎
え
た

ら
新
年
」と
い
う
投
稿
を
目
に

し
、思
わ
ず
心
臓
が
跳
ね
ま
し

た
。時
が
経
つ
の
は
あ
っ
と
い

う
間
で
す
ね
。「
そ
ろ
そ
ろ
秋

か
」な
ん
て
気
楽
に
考
え
て
い

る
場
合
で
は
な
い
と
、背
筋
が

伸
び
る
思
い
で
し
た
。（
添
田
）

▼
栗
原
市
で
開
催
さ
れ
た
広
報

研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。講
師
は
本
市
の
高
橋
。近
隣

市
町
の
広
報
担
当
の
皆
さ
ん
と

情
報
交
換
し
な
が
ら
勉
強
し
ま

し
た
が
、研
修
資
料
に
は
添
田

と
私
の
写
真
が
た
く
さ
ん
登
場

し
、恥
ず
か
し
い
思
い
も
あ
っ

た
研
修
会
で
し
た
。企
画
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
森
田
）
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　「決め所で客席から飛んでくる大きな声援――。
これがあるからやめられない」と、萌乃会二代目会
主の萌翔さんはほほ笑む。
　初代会主で日本舞踊の師範だった祖母・萌須

す

寿
ず

さんの下、幼い頃から踊りに親しんできた。小学５
年生の時に観劇した大衆演劇の舞台に衝撃を受
け、本格的に踊りの稽古に打ち込むように。子役と
して数々の舞台を経験し、中学生になると、祖母の
勧めで女形にも挑戦して芸の幅を広げてきた。
　公演で日本各地の入浴施設や温泉宿などの劇場
を渡り歩く一方、2012年からは毎年欠かさず水
の里ホール・Abebisou（登米祝祭劇場）を会場に
チャリティーショーを開催。収益の一部を市社会
福祉協議会に寄付している。「初めは被災地支援が

目的でしたが、今では地元への恩返しの意味が大
きい」と笑顔で語る。８月24日に開催した活動15
周年記念チャリティーショーは満員に。当日を振り
返り、「多くの支えのおかげで迎えられた15周年。
当日は時間があっという間に過ぎる感覚で、最後は
素晴らしい声援の中で幕を閉じ、『やって良かった』
という思いでいっぱいでした」と感謝を述べる。
　コロナ禍を経て大衆演劇の披露の場は大きく
減ったが、その中でも萌翔さんはさらなる高みを
目指して歩みを止めない。「今後は後進の育成にも
力を注ぎながら、いずれは大衆演劇の大御所たち
のようにテレビでも活躍したい」と夢を語る。曲ご
とに表情をがらりと変え、舞台に咲く色とりどり
の花の輝きから、今後も目が離せない。

と きめ 人 き
Tokimeki bito

笑いあり涙あり、
舞台に咲く
色とりどりの花

Profile
　萌乃会二代目会主。大衆

演劇の役者・舞踊家として、

５歳から70代までのメン

バー10人をまとめ上げる。

全国各地を渡り歩き、台湾

でも公演。曲の世界観の表

現や、扇子を巧みに回す「要
かなめ

返し」に定評がある。

【問い合わせ】萌乃会事務局

☎080(6607)8405

迫町・大網南

萌 翔さん
もえ　しょう（本名　須藤　翔）
1992年生まれ

立
たち

役
やく

（男性役）姿の萌翔さ

ん（左）と、メンバー最年

少の萌春
はる

輝
き

くん

「萌翔」公式
ホームページ


